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と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

主　な　内　容�

穴水まいもん体験農園（穴水町）

平
成
十
二
年
四
月
、
穴
水
町
旭
ヶ
丘
地
区

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
穴
水
ま
い
も
ん
体
験
農

園
」
は
、
土
に
親
し
み
、
開
花
や
収
穫
の
喜

び
を
知
り
、
農
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
で

き
る
施
設
で
あ
る
。

お
よ
そ
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
園
に
、

春
は
菜
の
花
、
夏
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
ひ
ま
わ

り
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
誇
り
、
い
ち
ご

や
じ
ゃ
が
い
も
、
メ
ロ
ン
、
す
い
か
、
さ
つ

ま
い
も
な
ど
の
収
穫
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
る
。

年
間
の
入
園
者
数
は
約
八
千
五
百
人
。

花
々
に
魅
せ
ら
れ
た
熱
心
な
リ
ピ
ー
タ
ー
が

多
く
、
ま
た
季
節
ご
と
の
収
穫
体
験
で
は
、

農
園
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が

る
。

£第42回石川県商工会大会を開催 …（２）（３）
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◎
中
部
経
済
産
業
局
長
表
彰

○
商
工
会
役
職
員
功
労
者

▲
役
員
功
労
者

〔
川
北
町
〕
森
元
国
夫
副
会
長
〔
内
灘

町
〕
前
崎
隆
夫
副
会
長
〔
穴
水
町
〕

木
下
和
男
会
長

▲
優
良
職
員

〔
鶴
来
〕
鹿
田
紘
美
補
助
員
〔
志
雄
町
〕

中
谷
弘
之
経
営
指
導
員

◎
石
川
県
知
事
表
彰

○
商
工
会
役
職
員
功
労
者

▲
役
員
功
労
者

〔
根
上
町
〕
熊
本
一
郎
会
長
〔
野
々
市

町
〕
来
丸
忠
嗣
理
事
〔
白
峰
村
〕
蔭

山
哲
哉
会
長
〔
内
灘
町
〕
荒
木
敏
興

理
事
〔
志
雄
町
〕
宮
本
章
理
事
〔
押

水
町
〕
因
幡
栄
市
副
会
長
、
村
上
義

弘
副
会
長
、
飴
善
昭
理
事
、
山
本

一
理
事
〔
鳥
屋
町
〕
出
雲
幸
夫
副
会

長
、
西
村
秀
博
専
務
理
事
〔
中
島
町
〕

村
田
正
志
理
事
〔
鹿
島
町
〕
池
島
寛

仁
会
長
〔
能
登
島
町
〕
左
藤
忍
理
事
、

坂
本
孝
信
前
理
事
〔
能
都
町
〕
洲
崎

一
男
副
会
長

▲
優
良
職
員

〔
辰
口
町
〕
新
宅
弘
経
営
指
導
員
〔
羽

咋
市
〕
藤
田
豊
郁
経
営
指
導
員
〔
志

雄
町
〕小
谷
勉
経
営
指
導
員〔
鹿
西
町
〕

若
狹
由
美
子
補
助
員
〔
能
都
町
〕
川
崎

喜
久
一
経
営
指
導
員
〔
内
浦
町
〕
田

中
美
恵
子
補
助
員
〔
石
川
県
商
工
会

連
合
会
〕
北
野
剛
専
門
経
営
指
導
員

○
女
性
部
役
員
功
労
者

〔
川
北
町
〕南
洋
子
部
長〔
高
松
町
〕金
津

美
智
子
部
長
〔
押
水
町
〕
塚
本
良
美

部
長
〔
田
鶴
浜
町
〕
福
井
富
子
部
長

◎
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

○
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

〔
山
中
町
〕荻
野
寿
子
、上
出
和
子〔
根
上

町
〕谷
口
外
茂
江
、市
森
重
義
、坂
野
喜

代
美〔
寺
井
町
〕西
野
智
善
、切
附
敏
雄
、

朝
倉
美
代
子
、山
下
俊
明
、森
真
喜
子
、

蔵
冨
士
雄
、高
崎
瑠
璃
子
、岡
田
正
雄

〔
美
川
町
〕岡
田
孝
弘
、林
信
弘〔
野
々
市

町
〕宮
下
廣
志
、田
中
博
之
、久
保
勝
、

大
森
明
、
河
野
幸
一
、
多
胡
久
見
、

田
中
和
夫
、
泉
正
光
、
寺
田
敬
次
郎
、

矢
嶋
永
一
、
武
田
武
昭
、
山
下
千
里

〔
鶴
来
〕
寺
岡
美
和
子
、
東
恵
美
子

〔
吉
野
谷
村
〕
瀬
川
洋
人
、
千
徳
又
実

川
上
松
夫
、
的
場
良
子
、
辻
川
恵
美

子
〔
白
峰
村
〕
加
藤
俊
数
〔
高
松
町
〕

西
正
子
、
小
山
麗
子
、
吉
岡
美
枝
子
、

元
木
忠
雄
、
寺
井
さ
ち
子
、
喜
多
葉

子
、
沖
野
英
俊
〔
七
塚
町
〕
石
塚
俊

治
、
寺
田
君
江
〔
宇
ノ
気
町
〕
吉
田

博
、
高
平
み
わ
〔
森
本
〕
奥
野
重
子
、

高
昭
雄
、
山
田
清
〔
羽
咋
市
〕
杉
本

弘
、
石
津
勇
、
野
崎
み
や
子
、
桜
井

石
丸
、
徳
山
勝
成
、
長
田
久
子
、
清

水
久
子
、
東
山
正
子
〔
富
来
町
〕
鋪

村
良
子
、
宮
田
寿
雄
、
豊
島
富
雄
、

関
口
良
治
〔
志
雄
町
〕
平
木
照
雄
、

倉
辺
美
智
代
、
前
多
幸
子
〔
押
水
町
〕

南
広
之
、
杉
中
理
作
、
松
扉
照
子
、

川
端
文
江
〔
田
鶴
浜
町
〕
福
田
浩

〔
鳥
屋
町
〕
鷹
合
憲
夫
、
的
場
秀
男
、

高
藤
重
治
、
山
本
八
十
八
〔
鹿
島
町
〕

山
口
孝
蔵
、
宮
本
礼
子
、
幸
松
順
三

〔
鹿
西
町
〕
百
海
正
敏
、
久
保
寿
、
岡

部
正
人
、
山
本
外
芳
〔
穴
水
町
〕
森

本
正
春
〔
能
都
町
〕
細
口
よ
し
子
、

小
浦
き
よ
み
、
山
瀬
美
奈
子
、
福
島

敏
、
高
田
幸
吉
、
田
中
秀
夫

谷
本
正
憲
県
知
事
・
瓦
力
衆
議

院
議
員
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を

迎
え
、
県
下
三
十
五
商
工
会
か
ら

約
八
百
人
が
参
加
す
る
な
か
、
下

出
県
連
会
長
は
、
現
下
の
バ
ブ
ル

崩
壊
後
遺
症
か
ら
の
早
急
な
立
ち

直
り
を
迫
ら
れ
る
中
で
、
構
造
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
経
済

再
生
を
確
実
な
も
の
に
す
る
に

は
、
我
が
国
の
経
済
基
盤
を
支
え

て
い
る
、
中
小
企
業
が
成
長
す
る

た
め
の
機
動
的
な
経
済
運
営
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
、
早
急
な
景
気
対
策

の
実
施
等
本
大
会
の
提
言
の
実
現

に
向
け
て
鋭
意
努
力
す
る
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

席
上
、
表
彰
式
、
大
会
決
議
、

商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
の
主
張

発
表
（
青
年
部
は
瀬
戸
伸
夫
﹇
森

本
﹈・
女
性
部
は
土
黒
久
枝
﹇
山

中
町
﹈）
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
来

賓
の
谷
本
県
知
事
、
瓦
衆
議
院
議

員
、
中
部
経
済
産
業
局
長
（
代
理

小
川
高
志
中
部
経
済
産
業
局
産
業

振
興
部
長
）、
石
田
忠
夫
県
議
会

議
長
か
ら
中
小
企
業
支
援
に
向
け

て
力
強
い
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

県
連
合
会
は
、
さ
る
十
月
七
日
、
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
第
四
十
二
回
石
川
県
商
工
会
大
会
を
開
催
し
た
。

席
上
、
地
域
に
貢
献
し
た
企
業
、
商
工
会
役
職
員
及
び
永
年
商

工
会
員
事
業
所
に
勤
務
し
た
優
良
従
業
員
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ

れ
た
。

ま
た
、
早
急
な
景
気
対
策
の
実
施
や
、
中
小
企
業
の
金
融
対
策

並
び
に
外
形
標
準
課
税
の
導
入
絶
対
反
対
な
ど
中
小
企
業
の
活
力

増
進
の
た
め
の
税
制
実
現
等
を
盛
り
込
ん
だ
提
言
を
決
議
し
た
。

早
急
な
景
気
対
策
の
実
施

早
急
な
景
気
対
策
の
実
施�

　
　
外
形
標
準
課
税
の
導
入
絶
対
反
対
等
を
決
議

　
　
外
形
標
準
課
税
の
導
入
絶
対
反
対
等
を
決
議�
早
急
な
景
気
対
策
の
実
施

早
急
な
景
気
対
策
の
実
施�

　
　
外
形
標
準
課
税
の
導
入
絶
対
反
対
等
を
決
議

　
　
外
形
標
準
課
税
の
導
入
絶
対
反
対
等
を
決
議�
早
急
な
景
気
対
策
の
実
施�

　
　
外
形
標
準
課
税
の
導
入
絶
対
反
対
等
を
決
議�

第
四
十
二
回
石
川
県
商
工
会
大
会�

大
会
決
議�

大
会
決
議�

大
会
決
議�

1.
　
早
急
な
景
気
対
策
の
実
施�

2.
　
中
小
企
業
の
金
融
対
策
並
び
に
関
係
税
制
の
拡
充
強
化�

3.
　
中
小
企
業
の
活
性
化
と
地
域
産
業
振
興
対
策
の
推
進�

4.
　
中
小
企
業
対
策
予
算
の
全
額
確
保�

被
　
表
　
彰
　
者�

（
敬
称
略
）�
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◎
石
川
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

○
商
工
会
功
労
者

〔
石
川
県
商
工
会
連
合
会
〕
谷
本
大
前

県
連
会
長
、
秋
田
力
前
県
連
副
会
長

〔
野
々
市
町
〕
徳
野
豊
誠
前
会
長
〔
尾

口
村
〕
佐
藤
重
二
前
会
長
〔
穴
水
町
〕

高
木
昭
作
前
会
長
〔
門
前
町
〕
宮
下

正
一
前
会
長
〔
柳
田
村
〕
本
間
侑
前

会
長

○
商
工
会
役
職
員
功
労
者

▲
役
員
功
労
者

〔
山
中
町
〕
櫻
井
比
呂
之
副
会
長
〔
根

上
町
〕
南
雅
雄
副
会
長
、
糸
崎
哲
也

理
事
〔
辰
口
町
〕
森
俊
東
副
会
長
、

東
保
蔵
理
事
、
藤
本
健
治
理
事
、
羽

田
好
之
理
事
、
松
崎
陽
充
理
事
、
辻

明
人
前
理
事
〔
川
北
町
〕
山
本
賢
一

理
事
、
小
竹
隆
理
事
、
中
島
俊
幸
理

事
、
南
洋
子
理
事
〔
美
川
町
〕
小
川

潔
顧
問
〔
野
々
市
町
〕
小
西
國
夫
理

事
、
高
井
一
哉
理
事
、
竹
村
忠
男
理

事
、
橋
場
幸
一
理
事
、
宮
森
紀
好
理

事
、
清
水
一
男
監
事
〔
鶴
来
〕
山
下

佐
知
子
理
事
、
森
征
光
理
事
〔
吉
野

谷
村
〕
林
繁
会
長
、
中
山
明
設
理
事
、

吉
田
繁
喜
監
事
〔
鳥
越
村
〕
鈴
見
猛

理
事
、
佐
野
隆
久
理
事
〔
尾
口
村
〕

中
田
太
一
理
事
、
鶴
尾
洋
一
副
会
長
、

能
信
二
前
副
会
長
〔
白
峰
村
〕
下
浩

一
郎
前
理
事
〔
津
幡
町
〕
舟
田
勉
副

会
長
、
山
本
等
副
会
長
〔
七
塚
町
〕

西
茂
副
会
長
〔
宇
ノ
気
町
〕
角
田
勝

理
事
、
酒
井
良
祐
理
事
、
長
田
健
治

理
事
〔
羽
咋
市
〕
冨
山
一
夫
理
事
、

川
原
敏
生
理
事
、
大
森
茂
信
理
事

〔
富
来
町
〕
松
本
久
男
副
会
長
、
浜
坂

貞
徳
前
理
事
、
酒
井
邦
憲
前
理
事
、

綱
木
藤
吉
前
理
事
〔
志
雄
町
〕
専
甫

藤
夫
理
事
、
今
江
康
志
理
事
、
米
澤

佐
知
子
前
理
事
〔
志
賀
町
〕
南
哲
郎

会
長
、
大
垣
内
詔
之
副
会
長
、
舛
岡

公
三
理
事
、
森
正
幸
理
事
、
桜
井
俊

一
理
事
、
井
上
武
理
事
〔
押
水
町
〕

佐
藤
正
男
理
事
、
村
井
弘
昭
理
事

〔
田
鶴
浜
町
〕
小
原
勇
理
事
〔
中
島
町
〕

山
崎
勇
監
事
、
芝
田
庄
治
朗
理
事

〔
鹿
島
町
〕
池
島
寛
仁
会
長
、
高
柳
政

二
理
事
、
坂
口
康
雄
理
事
〔
門
前
町
〕

能
村
武
資
副
会
長
、
玉
谷
信
一
理
事
、

山
下
覚
理
事
〔
能
都
町
〕
石
井
良
明

理
事
、
上
野
峰
喜
理
事
、
札
木
元
理

事
、
山
本
一
朗
理
事

▲
優
良
職
員

〔
富
来
町
〕
堀
口
淳
子
補
助
員
〔
石
川

県
商
工
会
連
合
会
〕
吉
田
善
幸
経
営

指
導
員

○
青
年
部
役
員
功
労
者

〔
河
内
村
〕
山
下
悟
志
部
長
〔
尾
口
村
〕

鶴
尾
弘
明
部
長
〔
鳥
屋
町
〕
山
本
健

一
部
長
〔
柳
田
村
〕
本
間
雅
彦
部
長

○
女
性
部
役
員
功
労
者

〔
森
本
〕
川
口
み
つ
子
部
長
〔
志
雄
町
〕

井
村
邦
子
部
長
〔
志
賀
町
〕
宝
達
孝

子
部
長

▲
地
域
貢
献
企
業

〔
根
上
町
〕
秋
田
電
気
工
事
㈱
、
木
戸

薬
品
、
㈲

田
組
〔
寺
井
町
〕
松
浦

建
設
㈱
、
上
出
長
右
ェ
門
窯
、
㈱
鈴

木
鉄
工
〔
辰
口
町
〕
㈱
宮
本
酒
造
店

〔
川
北
町
〕
中
幸
農
機
製
作
所
〔
鶴
来
〕

㈲
つ
る
や
ハ
ニ
ー
、
㈱
ダ
ス
キ
ン
北

陸
〔
河
内
村
〕
㈱
上
源
石
油
〔
吉
野

谷
村
〕
㈱
慶
伊
組
〔
鳥
越
村
〕
㈲
田

原
製
材
〔
尾
口
村
〕
㈲
山
口
光
洋
舎

〔
白
峰
村
〕
久
司
石
油
㈱
〔
高
松
町
〕

㈱
ホ
シ
バ
、
㈱
二
口
製
紐
、
㈱
に
わ

商
店
〔
七
塚
町
〕
紺
忠
ニ
ッ
ト
㈱
、

㈱
サ
ン
エ
ー
精
機
、
御
料
理
・
お
好

み
焼
わ
か
ば
〔
宇
ノ
気
町
〕
澤
野
撚

糸
㈱
、
㈲
沢
本
シ
ェ
ル
〔
森
本
〕
㈱

北
上
製
作
所
〔
富
来
町
〕
寺
岡
畜
産

㈱
〔
志
雄
町
〕
坂
室
電
機
㈱
〔
押
水

町
〕
能
登
興
業
開
発
㈱
〔
田
鶴
浜
町
〕

㈲
の
ざ
き
建
具
〔
門
前
町
〕
㈲
サ
ン

フ
ラ
ワ
ー
マ
リ
ヤ
マ
〔
能
都
町
〕
小

西
薬
局
、
㈲
マ
ル
ゲ
ン
セ
ン
タ
ー

〔
柳
田
村
〕
㈲
駒
寄
ハ
ー
ネ
ス

▲
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

〔
根
上
町
〕
竹
田
外
喜
男
、
中
川
ゆ
か

り
〔
寺
井
町
〕
山
口
節
子
、
畑
さ
や

子
、
高
井
照
美
、
南
外
美
江
、
新
田

よ
し
子
、
米
本
直
人
、
秋
田
久
美
子

〔
美
川
町
〕
坂
本
重
雄
、

田
淳
、

中
山
哲
夫
、
今
村
政
博
、
高
崎
正
幸
、

高
森
和
子
、
北
村
外
志
子
、
丹
保
久

子
、
野
村
峯
弘
、
二
口
信
一
〔
鶴
来
〕

宮
田
昇
、
中
村
祥
次
、
塚
本
彰
、
北

村
恵
子
、
織
田
五
郎
、
林
紀
子
〔
河

内
村
〕
古
谷
弘
、
北
島
則
夫
〔
吉
野

谷
村
〕
山
口
勝
子
、
北
川
美
羊
子

〔
白
峰
村
〕
織
田
行
信
、
永
下
彌
作
、

山
下
新
治
、
山
下
治
吉
、
尾
田
勇
幸

〔
高
松
町
〕
岡
田
孝
子
〔
七
塚
町
〕
酒

井
一
明
、
沖
野
光
雄
、
竹
谷
内
峰
子
、

西
文
子
、
盛
戸
よ
志
の
〔
宇
ノ
気
町
〕

桜
井
睦
子
、
指
本
秀
子
、
宮
田
隆
弘
、

今
村
幸
栄
、
南
静
恵
〔
森
本
〕
安
田

栄
、
岡
田
良
一
、
北
島
靖
夫
、〔
内
灘

町
〕
瀬
戸
泰
敦
、
新
田
英
雄
、
岡
部

光
智
〔
羽
咋
市
〕
荒
木
信
行
、
新
屋

金
子
、
大
橋
博
司
、
山
田

博
、
上

田
順
一
〔
志
雄
町
〕
藤
井
芳
美
、
西

沢
貞
子
、
横
川
浩
一
、
菊
秀
隆
、
岡

田
み
ち
子
〔
押
水
町
〕
杉
本
克
己
、

蔵
谷
栄
一
〔
田
鶴
浜
町
〕
辻
森
儀
昭
、

橋
本
鉄
夫
、
川
上
勇
〔
鳥
屋
町
〕
永

井
政
信
〔
中
島
町
〕
下
谷
内
正
雄
、

池
端
栄
作
〔
鹿
島
町
〕
村
上
欣
慈
、

亀
井
春
子
、
松
本
美
枝
子
、
広
崎
浩

美
、
藤
井
悟
、
塚
腰
栄
次
、
島
田
晴

夫
、
吉
野
巳
生
子
〔
穴
水
町
〕
姫
崎

幸
代
、
長
部
栄
作
、
山
岸
生
義
〔
能

都
町
〕
西
山
隆
志
、
向
口
賢
司
、
本

谷
順
一
、
野
田
升
子
、
上
野
博
明
、

蓑
島
由
紀
子
、
出
村
静
雄
〔
内
浦
町
〕

角
巧
、
表
武
子
、
沢
元
悟
志
、
岩
前

法
子
、
平
塚
賢
一
、
森
本
幸
雄
、
細

川
浅
子
、
島
崎
真
知
子
、
浜
田
紀
代

美
、
又
多
勉
、
川
野
信
雄

◎
石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長

表
彰

○
青
年
部
優
良
役
員

〔
山
中
町
〕
静
岡
正
芳
、
出
口
正
、
嘉

野
徳
則
〔
根
上
町
〕
秋
田
順
孝
、
森

下
栄
樹
、
中
山
正
記
、
廣
田
孝
司
、

寺
井
学
、
大
山
秀
司
〔
寺
井
町
〕
井

出
敏
朗
、
北
村
美
智
夫
、
清
水
則
徳
、

前
田
悦
男
〔
辰
口
町
〕
酒
井
実
、
笹

津
規
義
、
徳
田
哲
也
〔
川
北
町
〕
本

田
照
昌
、
辰
野
直
樹
、
江
野
克
浩

〔
美
川
町
〕
輪
木
勉
〔
野
々
市
町
〕
柳

森
豊
〔
鶴
来
〕
上
田
佳
正
、
知
田
善

博
、
広
瀬
徳
一
、
村
本
賢
治
、
奥
村

導
人
〔
河
内
村
〕
山
下
悟
志
〔
吉
野

谷
村
〕
橋
本
與
志
一
、
谷
端
慶
宗

〔
鳥
越
村
〕
奥
勝
治
〔
白
峰
村
〕
上
野

太
〔
津
幡
町
〕
寺
田
豊
〔
七
塚
町
〕

表
守
活
、
小
寺
正
樹
〔
宇
ノ
気
町
〕

今
村
秀
儀
〔
羽
咋
市
〕
沼
田
豊
彦
、

土
一
政
明
〔
志
賀
町
〕
中
野
武
志

〔
押
水
町
〕
堂
高
修
〔
鳥
屋
町
〕
山
本

健
一
、
亀
田
善
和
〔
中
島
町
〕
浦
上

寿
雄
、
北
豊
弥
〔
能
登
島
町
〕
川
田

忠
義
〔
鹿
西
町
〕
山
森
康
二
、
黒
氏

毅
志
、
西
谷
亘
〔
穴
水
町
〕
工
藤
勝

仁
〔
門
前
町
〕
坂
成
利
〔
能
都
町
〕

高
田
清
保
、
川
端
宏
二
、
畑
中
信
幸

〔
柳
田
村
〕
釜
谷
和
宏
、
五
田
浩
昭
、

山
岸
浩
嘉
〔
内
浦
町
〕
冨
田
浩
史
、

加
原
武
志

◎
石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長

表
彰

○
女
性
部
優
良
役
員

〔
山
中
町
〕
高
倉
千
恵
子
、
吉
井
明
美
、

酢
谷
喜
美
代
〔
寺
井
町
〕
広
田
芳
江
、

北
野
ゆ
か
り
、
西
野
恵
子
〔
川
北
町
〕

西
桂
子
〔
野
々
市
町
〕
高
谷
美
知
子

〔
河
内
村
〕
池
田
千
鶴
子
〔
吉
野
谷
村
〕

山
田
春
江
〔
尾
口
村
〕
北
村
祐
子

〔
津
幡
町
〕
岩
井
晴
美
、
北
敏
美
、
広

瀬
英
子
、
河
上
博
美
〔
高
松
町
〕
今

外
志
子
、
坂
井
久
美
代
〔
宇
ノ
気
町
〕

沢
田
紀
美
子
、
浜
田
千
春
、
福
田
悦

子
〔
富
来
町
〕
寺
井
よ
し
子
、
三
本

松
真
知
子
、
安
井
幸
世
〔
志
雄
町
〕

向
瀬
真
紀
、
宮
城
和
子
〔
志
賀
町
〕

青
谷
勝
美
〔
押
水
町
〕
勝
二
由
紀
子
、

高
木
登
志
栄
、
西
美
津
江
〔
田
鶴
浜

町
〕
豊
島
陽
子
〔
鳥
屋
町
〕
吉
野
松

子
〔
鹿
島
町
〕
岩
井
代
志
子
、
加
賀

美
代
子
、
領
家
妙
子
〔
能
登
島
町
〕

中
村
由
紀
子
、
斉
藤
久
恵
、〔
柳
田
村
〕

奥
野
都
紀
子
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今
年
の
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
に
富
山

県
出
身
の
田
中
耕

一
さ
ん
が
決
定
し

た
。小

柴
昌
俊
東
京

大
学
名
誉
教
授
の

物
理
学
賞
に
続
い

て
同
じ
年
に
日
本

人
二
人
の
受
賞
決

定
は
驚
き
で
あ
っ

た
。

特
に
、
田
中
耕
一
さ
ん
は
四
十
三

才
と
い
う
若
い
民
間
会
社
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
研
究
員
で
あ
る
と
い
う
こ
と

も
今
ま
で
に
な
い
新
鮮
さ
を
感
じ
た
。

田
中
さ
ん
の
受
賞
理
由
は
、「
生

体
高
分
子
の
同
定
（
確
定
）
及
び
構

造
解
析
の
た
め
の
手
法
の
開
発
」
で

あ
り
、
た
ん
ぱ
く
質
分
子
の
重
さ
を

正
確
に
測
定
す
る
基
本
技
術
で
あ

る
。
こ
の
測
定
法
は
既
に
世
界
の
大

学
や
研
究
所
で
病
気
の
診
断
や
新
薬

の
開
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。研

究
成
果
は
、
二
十
八
才
の
頃
に

開
発
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
は
研
究
者
の
年
齢
に
関

係
な
く
、
ま
た
博
士
号
を
持
っ
て
い

る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
業
績
を

正
当
に
評
価
し
た
も
の
で
あ
り
、
あ

ら
た
め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
選
考
す
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
の
調
査
網
の
す
ご
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
。

こ
の
世
界
的
な
研
究
成
果
の
き
っ

か
け
が
ま
た
面
白
い
。

「
あ
る
溶
液
を
別
の
溶
液
に
間
違

っ
て
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
う

ち
乾
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
を
計
っ
て
み
る
と
画
期
的
な
計

測
が
で
き
た
。
ひ
ょ
う
た
ん
か
ら
駒

と
い
う
か
、
失
敗
は
成
功
の
も
と
、

と
言
う
か
。」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
て
い
る
。

一
昨
年
、
同
じ
く
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
し
た
白
川
英
樹
さ
ん
も
同

じ
よ
う
な
事
を
言
っ
て
い
た
。

間
違
い
や
偶
然
を
見
逃
さ
ず
に
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
活
か
し
て
い
く
と

こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
。

何
は
と
も
あ
れ
、
民
間
会
社
の
一

研
究
員
が
受
賞
し
た
事
は
民
間
の
研

究
所
に
働
く
研
究
員
に
大
い
に
刺
激

と
希
望
を
与
え
た
よ
う
に
思
う
。

島
津
製
作
所
は
こ
れ
か
ら
田
中
さ

ん
に
報
酬
や
役
職
引
き
上
げ
を
行
う

よ
う
で
あ
る
が
、
民
間
会
社
に
お
い

て
も
社
内
で
し
っ
か
り
と
し
た
評
価

の
仕
組
み
を
作
っ
て
お
く
事
が
必
要

で
は
な
い
か
。

徳
島
に
本
社
の
あ
る
日
亜
化
学
工

業
は
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
で
大

き
く
成
長
し
た
会
社
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
発
明
し
た
の
は
中
村
修
二
（
現

在
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
サ
ン
タ
バ
ー

バ
ラ
校
教
授
）
さ
ん
で
あ
る
。

中
村
さ
ん
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
最
も

近
い
人
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
、

日
亜
化
学
工
業
を
相
手
に
特
許
権
の

移
転
や
対
価
を
求
め
た
訴
訟
を
行
っ

て
い
る
。

今
回
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
決
定

を
喜
ぶ
と
と
も
に
研
究
者
や
技
術
者

に
対
す
る
内
外
の
評
価
の
差
に
つ
い

て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

（
石
川
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事
　
大
塚
忠
寿
　
記
）

県
連
合
会
で
は
、
任
期
満
了
に

伴
い
昨
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
四

委
員
会
（
環
境
・
福
祉
、
Ｉ
Ｔ
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
国
際
、
ま
ち
づ
く

り
・
交
通
）を
加
え
た
七
常
設
委
員

会
委
員
の
委
嘱
を
行
い
、
新
任
委

員
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
一
回
目
の
委

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

席
上
、新
委
員
長
、副
委
員
長
の

選
任
を
行
う
と
と
も
に
、
各
委
員
会

の
所
掌
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

商
工
会
組
織
運
営
委
員
会

八
月
二
十
六
日
開
催

委
員
長
　
室
田
治
郎
右
ェ
門
氏

（
七
塚
町
商
工
会
）

副
委
員
長
　
池
島
寛
仁
氏

（
鹿
島
町
商
工
会
）

主
な
審
議
内
容

・
ブ
ロ
ッ
ク
別
広
域
連
携
指
導
体

制
の
推
進

・
商
工
会
合
併
問
題
研
究
会
の
設
置

・
委
員
会
の
今
後
の
検
討
課
題

商
工
会
共
済
事
業
運
営
委
員
会

八
月
二
十
三
日
開
催

委
員
長
　
勝
二
　
修
氏

（
押
水
町
商
工
会
）

副
委
員
長
　
中
　
兼
太
郎
氏

（
寺
井
町
商
工
会
）

主
な
審
議
内
容

・
商
工
会
が
取
扱
う
共
済
制
度
の

現
況
及
び
商
工
貯
蓄
共
済
融
資

利
率
等
の
取
扱
い

・
委
員
会
の
今
後
の
検
討
事
項

・
全
国
連
が
実
施
す
る
福
祉
共
済

制
度
の
概
要

商
工
会
人
事
管
理
委
員
会

八
月
二
十
九
日
開
催

委
員
長
　
北
村
久
吉
氏

（
美
川
町
商
工
会
）

副
委
員
長
　
数
馬
嘉
雄
氏

（
能
都
町
商
工
会
）

主
な
審
議
内
容

・
育
児
休
業
等
及
び
介
護
休
業
等

に
関
す
る
規
程（
統
一
）の
一
部

改
正

・
服
務
規
程（
統
一
）の
一
部
改
正

・
中
小
企
業
診
断
士
養
成
研
修
へ

の
派
遣

・
新
人
事
評
価
制
度
に
係
る
評
価

の
反
映

・
県
連
へ
の
人
事
権
の
一
元
化

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
国
際
委
員
会

九
月
四
日
開
催

委
員
長
　
吉
田
忠
司
氏

（
宇
ノ
気
町
商
工
会
）

副
委
員
長
　
山
根
義
昭
氏

（
柳
田
村
商
工
会
）

主
な
審
議
内
容

・
十
三
年
度
本
委
員
会
の
審
議
経
過

・
創
業
・
経
営
革
新
関
連
支
援
の

概
要
及
び
意
見
交
換

・
中
国
技
術
研
修
生
受
入
事
業

ま
ち
づ
く
り
・
交
通
委
員
会

九
月
六
日
開
催

委
員
長
　
因
幡
栄
市
氏

（
押
水
町
商
工
会
）

副
委
員
長
　
久
保
出
久
一
氏

（
山
中
町
商
工
会
）

主
な
審
議
内
容

・
十
三
年
度
本
委
員
会
の
審
議
経
過

・
商
工
会
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
提
言
及
び
意
見
交
換

・
十
四
年
度
い
し
か
わ
商
工
会
ベ

ス
ト
店
賞
の
実
施

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
委
員
会

九
月
六
日
開
催

委
員
長
　
宮
川
政
豪
氏

（
鳥
屋
町
商
工
会
）

副
委
員
長
　
北
川
外
志
雄
氏

（
寺
井
町
商
工
会
）

主
な
審
議
内
容

・
十
三
年
度
本
委
員
会
の
審
議
経
過

・
商
工
会
等
及
び
会
員
事
業
者
の

通
信
費
削
減
支
援
策
（
商
工
会

Ｉ
Ｐ
電
話
の
普
及
促
進
）

・
ブ
ロ
ッ
ク
別
Ｉ
Ｔ
関
連
研
修
事

業
・
十
四
年
度
の
取
組
み

環
境
・
福
祉
委
員
会

九
月
五
日
開
催

委
員
長
　
町
　
寿
氏（鶴

来
商
工
会
）

副
委
員
長
　
森
田
喜
久
氏

（
門
前
町
商
工
会
）

主
な
審
議
内
容

・
十
三
年
度
本
委
員
会
の
審
議
経
過

・
石
川
県
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
行

動
計
画
の
概
要
及
び
意
見
交
換

・
介
護
・
福
祉
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

開
発
・
実
現
化
事
業

県
連
合
会
常
設
委
員
会
を
開
催�
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こ
こ
数
年
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
関
連
の
経
営
相
談

を
伺
っ
た
時
に
お
伝
え
す

る
こ
と
。「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
り
た
い
」
か
ら

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

発
信
を
し
て
い
き
た
い
。」

に
し
ま
せ
ん
か
と
…
…
。

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

り
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
ほ
と
ん
ど

の
方
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
ソ
フ
ト

を
購
入
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
を
受
け
ら
れ
る

か
、
自
主
学
習
に
て
途
中
ま
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
か
ら
の
相
談

が
多
い
で
す
。
こ
れ
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
お
し
ま
い
に
な
り

が
ち
で
す
。

「
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
」

で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
情
報
（
コ

ン
テ
ン
ツ
）
を
発
信
す
る
の
か

？
誰
を
対
象
（
企
業
、
一
般
消
費

者
？
性
別
？
年
齢
？
地
域
？
）
と
す

る
の
か
？
売
上
目
的
な
の
か
？
企
業

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
か
？
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
ペ
ー

ジ
を
置
く
場
所
の
問
題
、
日
々
の
保

守
、
メ
ー
ル
対
応
は
誰
が
す
る
か
が

決
ま
っ
て
い
な
い
と
何
ら
結
果
を
生

み
出
し
ま
せ
ん
。
逆
に
か
け
た
コ
ス

ト
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
家
を
建
て
る
時
は
、
建
築

物
件
を
回
り
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に

合
っ
た
家
を
購
入
す
る
。
若
し
く
は

家
の
イ
メ
ー
ジ
を
お
伝
え
し
、
建
て

て
も
ら
う
。
の
ど
ち
ら
か
だ
と
思
い

ま
す
。
場
所
も
考
慮
に
入
れ
ま
す
。

家
族
構
成
や
将
来
を
見
越
し
て
物
件

を
決
め
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

り
始
め
る
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
役

割
を
勉
強
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

戦
略
を
練
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
作
る
だ
け
で

は
な
く
、
何
を
発
信
す
る
の
か
が
大

切
な
の
で
す
。

以
下
、
私
な
り
の
提
案
で
す
。

①
自
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
前
に

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談
を
す
る

（
地
元
の
商
工
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
）。

②
継
続
し
て
の
サ
ポ
ー
ト

は
近
く
の
人
が
良
い
の
で
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

ス
タ
イ
ル
に
て
自
宅
で
仕
事
を
し
て

い
る
人
を
探
す
（
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
内
の
い
し
か
わ
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
プ

ラ
ザ：

石
川
県
産
業
創
出
支
援
機
構

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

（
県
連
合
会
嘱
託
専
門
指
導
員

桝
田
　
良
一
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
た
い
…
…

経営一口講座

～あなたの街の“頑張るお店”推薦ください～�

平成14年度いしかわ商工会ベスト店賞�平成14年度いしかわ商工会ベスト店賞�平成14年度いしかわ商工会ベスト店賞�平成14年度いしかわ商工会ベスト店賞�
テ ン �

候補店募集中�
　県連合会では、石川県内の商工会地区にあるお店の中から、地域の人たちの要望に応えて、魅力ある店づく
りやサービスの提供に努力しているお店を顕彰する『いしかわ商工会ベスト店賞』の候補店を募集しています。�

募集締切日：平成14年11月29日（金）�
推薦（応募）・選考・表彰要領�

◆対象店舗�
　石川県内商工会地区内で、小売業、飲食店及びサービス業を�
　営むお店（ただし、大型店並びに運営の大部分が本部の指示�
　によるフランチャイズ・チェーン加盟店等を除きます。）�
◆推薦（応募）方法�
　自薦、他薦を問いません。�
　推薦（応募）用紙に所定事項をご記入いただき、お店の写真�
（店頭）を添付して、石川県商工会連合会までご郵送ください。�
（推薦応募用紙は、商工会にあります。）�
　なお、他薦の場合は、推薦用紙のみをご郵送またはＦＡＸし�
　ていただいても結構です。�
◆選考方法�
　学識経験者による審査委員会の委員が候補店舗を訪問の上、�
　選考します。�
　なお、推薦（応募）店舗が多数の場合は、書類選考を実施の�
　上、訪問選考を実施いたします。　�

◆表彰店数（予定）�
　最優秀賞　１店　　優 秀 賞　２店�
　特 別 賞　２店　　奨 励 賞　５店�
◆表彰店のＰＲ�
　表彰店を次のとおり公表し、お店のＰＲの一助とします。�
　①石川県商工会連合会会報「商工かが・のと」の店舗めぐり�
　　による紹介�
　②本会のホームぺ－ジによる紹介�
◆参加費用�
　無料�
《お申し込み・お問い合わせ先》�
　〒920－8203�
　金沢市鞍月２丁目20番地　石川県地場産業振興センター新館３階�
　石川県商工会連合会　広域指導部経営支援課�
　ＴＥＬ：076－268－7300　　ＦＡＸ：076－268－9933

テ ン �

県、国民生活金融公庫の制度融資の国民生活金融公庫の制度融資の�
金利が引き下げられております金利が引き下げられておりますZ
県、国民生活金融公庫の制度融資の国民生活金融公庫の制度融資の�
金利が引き下げられております金利が引き下げられておりますZ
県、国民生活金融公庫の制度融資の�
金利が引き下げられておりますZ

＜石川県制度融資の主な制度別金利改定内容＞�
（単位：年率％）�

�
地域商工業活性化融資（一般分）�

緊急経営支援融資�

小口融資（一般・特別）�

経営革新等支援融資�

創業者支援融資（一般分・特別分）�

　　〃　（中高年齢者創業支援分）�

情報技術活用支援融資（一般分）�

　 （付保）�
1.70（1.20）�

1.50（1.00）�

1.60 �

1.50

1.60 �

1.30 �

1.50 �

引き下げ幅�
△0.25�

△0.25�

△0.25�

△0.25�

△0.25�

△0.25�

△0.25

（10月１日改定）�

＜国民生活金融公庫の主な制度別金利改定内容＞�

�
普通貸付（運転資金５年以内）�

　　〃　（設備資金10年以内）�

経営改善貸付（マル経）�

1.60�

1.60�

1.30

引き下げ幅�
△0.10�

△0.10�

△0.10

（10月10日改定）�

※　上記以外の制度融資の金利改定につきましては、最寄りの商工会まで�

小口融資（季節資金）の取扱いがはじまっています。�

全国物価統計調査にご協力をY

　この調査は、総務省統計�
局が、11月に全国から選ば�
れた小売店舗、飲食店、サ�
ービス事業所等を対象に主�
な商品の販売価格やサービ�
ス料金等を調べ、物価対策�
の基礎資料として利用され�
ます。�
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商工会青年部全国大会開催間近Z商工会青年部全国大会開催間近Z商工会青年部全国大会開催間近Z
全国より青年部員３千名が集結Y

期日：平成14年11月14日（木）・15日（金）�

場所：金沢市観光会館　他�

内容：①大会式典�
　　　②全国青年部主張発表大会�
　　　③テーマ別分科会�
　　　④あきんどネットワーク商談会�
　　　⑤北陸三県物産展�
　　　⑥バンケット（懇親会）等�

主催：全国商工会青年部連合会�
　　　石川県商工会青年部連合会�

景況は低水準で�
横這いを続ける�
中小企業景況調査（７～９月期）�

　
県
下
商
工
会
地
域
に
お
け
る
平

成
十
四
年
七
月
か
ら
九
月
期
の
景

況
調
査
が
ま
と
ま
っ
た
。
産
業
全

体
を
Ｄ
・
Ｉ
で
み
る
と
、
売
上
は

や
や
悪
化
し
た
が
、
採
算
と
資
金

繰
り
は
、
や
や
改
善
し
、
全
体
と

し
て
は
、
ほ
ぼ
横
這
い
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
業
種

別
に
見
れ
ば
、
か
な
り
の
変
動
が

あ
り
、「
売
上
」
で
は
製
造
業
と
サ

ー
ビ
ス
業
が
改

善
し
た
が
、
建

設
業
と
小
売
業

は
悪
化
し
、「
採

算
」で
は
、製
造

業
と
建
設
業
が

悪
化
し
た
の
に

対
し
て
、
小
売

業
と
サ
ー
ビ
ス

業
は
改
善
し
た
。

「
資
金
繰
り
」

は
製
造
業
、
建

設
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
は
改
善
し
た
が
、
小
売
業
だ

け
は
悪
化
し
て
い
る
。
結
局
三
指

標
と
も
揃
っ
て
改
善
し
た
の
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
だ
け
で
あ
っ
た
。�

　
来
期
（
十
〜
十
二
月
期
）
は
「
総

合
」
で
み
る
と
資
金
繰
り
だ
け
は

わ
ず
か
に
悪
化
す
る
が
、
売
上
・

採
算
と
も
改
善
さ
れ
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。
業
種
別
で
は
、
製
造

業
は
三
指
標
と
も
揃
っ
て
改
善
し
、

そ
の
幅
も
か
な
り
大
き
く
な
る
予

想
で
あ
り
小
売
業
も
一
応
揃
っ
て

改
善
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
建
設
業
は
売
上
は
横
這
い
、

採
算
は
少
し
の
悪
化
に
と
ど
ま
る

が
、
資
金
繰
り
は
二
六
・
一
ポ
イ

ン
ト
も
の
大
幅
な
悪
化
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
三
指

標
と
も
悪
化
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。�

　
Ｄ
・
Ｉ
＝
企
業
経
営
者
の
景
気

の
見
通
し
を
表
す
指
標
と
し
て
利

用
さ
れ
る
。
算
出
方
法
は
、
売
上

額
（
採
算
・
資
金
繰
り
）
が
好
転

す
る
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
か

ら
悪
化
す
る
と
回
答
し
た
企
業
の

割
合
を
差
し
引
き
し
た
も
の
で
あ

り
、
Ｄ
・
Ｉ
が
プ
ラ
ス
な
ら
強
気

（
楽
観
）、
マ
イ
ナ
ス
な
ら
弱
気

（
悲
観
）、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス

同
数
の
場
合
は
Ｄ
・
Ｉ
は
０
と
な

る
。
こ
こ
で
の
割
合
は
回
収
企
業

に
対
す
る
回
答
割
合
。�

50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�採算（経常利益）� 50�

40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

7～9月期�10～12月期� 14年�
1～3月期�

4～6月期� 10～12月期�
（予想）�

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�売上額（完成工事額）�

50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�資 金 繰 り�

7～9月期�7～9月期�10～12月期� 14年�
1～3月期�

4～6月期� 10～12月期�
（予想）�

7～9月期�

7～9月期�10～12月期� 14年�
1～3月期�

4～6月期� 10～12月期�
（予想）�

7～9月期�
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福
井
県
広
域
連
携
物
産
展
へ
参
加

福
井
県
広
域
連
携
物
産
展
「
商

工
会
お
国
自
慢
博
二
〇
〇
二
」
は
、

十
月
十
二
日
か
ら
三
日
間
、
福
井

県
武
生
市
の
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
物
産
展
は
、
福
井
県
商
工

会
連
合
会
が
主
催
し
、
本
県
を
は

じ
め
十
七
道
府
県
か
ら
百
十
三
商

工
会
等
が
参
加
し
開
か
れ
た
。

本
県
か
ら
は
、
八
商
工
会
（
美

川
町
、
白
峰
村
、
高
松
町
、
七
塚

町
、
押
水
町
、
鹿
西
町
、
能
都
町
、

内
浦
町
）
か
ら
十
一
事
業
所
が
出

展
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ふ
る
さ
と
自
慢

の
特
産
品
を
展
示
・
試
売
し
た
。

芸
能
を
披
露

ま
た
、
ド
ー
ム
内
に
特
設
さ
れ

た「
お
国
自
慢
ス
テ
ー
ジ
」で
は
、北

陸
三
県
の
芸
能
が
披
露
さ
れ
た
。

本
県
か
ら
は
、
押
水
町
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
チ
ー
ム
「
お

し
み
ず
漁
火
乱
舞
隊
」
が
出
演
、

「
二
〇
〇
二
利
家
と
ま
つ
花
見
の

宴
」
等
の
演
目
を
披
露
し
た
。

〒920-8558　金沢市香林坊1-2-21　ＴＥＬ.　076（262）2507
金沢支店�

サンドーム福井には３日間で約９万人の来場者が
訪れた。

下
請
け
取
引
の
ル
ー
ル
を
定
め
た

「
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
」、

「
下
請
中
小
企
業
振
興
法
」
の
趣

旨
及
び
、
内
容
を
周
知
す
る
た
め

の
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。�

問
い
合
わ
せ
先�

　
中
部
経
済
産
業
局�

　
産
業
振
興
部
中
小
企
業
課�

　
〇
五
二
―
九
五
一
―
二
七
四
八�

　
人
事
異
動�

�

　
宇
ノ
気
町�

　
　
退
職
　
九
月
　
　
中
村
輝
夫�

　
　
採
用
　
十
一
月
　
岡
本
和
也�

�

　
住
所
変
更�

�

　
県
連
合
会
の
住
所
が
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
し
た
。�

　
〒
九
二
〇
―
八
二
〇
三�

　
石
川
県
金
沢
市
鞍
月
二
丁
目�

二
十
番
地�

平
成
十
四
年
十
一
月
十
五
日（
金
）�

　
午
後
一
時
〜
四
時�

石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー�

「
第
二
研
修
室
」�

下
請
取
引
適
正
強
化
月
間

下
請
取
引
適
正
強
化
月
間�

下
請
取
引
適
正
強
化
月
間

下
請
取
引
適
正
強
化
月
間�

下
請
取
引
適
正
強
化
月
間�

11月は

経営や金融に関する年末特別相談をお受けします。�経営や金融に関する年末特別相談をお受けします。�経営や金融に関する年末特別相談をお受けします。�

相 談 日：毎週金曜日（12月末まで）�

相 談 場 所：石川県商工会連合会�

　　　　　　金沢市鞍月２丁目20番地�

　　　　　　石川県地場産業振興センター新館３階�

相談の申込み：相談日前日まで�

申 込 み 先：石川県商工会連合会�

　　　　　　　　経営安定特別相談室�

　　　　　　ＴＥＬ　076－268－7300�
　　　　　　ＦＡＸ　076－268－9933

　県連合会では、厳しい経営状況にお悩みの�

企業や年末に向けての資金調達が必要な企業�

等からの個別相談窓口を12月末までの２ヵ月�

間毎週金曜日に開設いたします。�

　商工調停士等が相談企業と一緒になって経�

営や金融について次のとおり対応します。�

・経営状況の分析、経営資金計画の策定�

・「経営安定特別対策融資」導入の検討、企�

　業再生支援保証等金融対策の実施�

・既往借入金及び新規資金に係る取引銀行及�

　び県信用保証協会に対する支援要請�

「経営安定特別相談」は最寄りの商工会や広域指導センター等で常時受付けています。�

�



か
し
子
息
で
あ
る
店
長
の
柴
野
大

造
氏
は
、
生
乳
を
そ
の
ま
ま
出
荷

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
付
加
価
値

を
高
め
て
、
消
費
者
と
直
結
し
た

商
品
を
作
り
た
い
と
の
意
欲
を
持

ち
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
地
道
な

研
究
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
東
京

都
内
の
デ
パ
ー
ト
に
も
研
修
し
技

術
を
磨
き
、
遂
に
念
願
の
商
品
化

に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。開
店
は
、

平
成
十
一
年
六
月
三
十
日
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

三
地
元
の
牛
乳
と
産
物
を

使
っ
た
多
彩
な
商
品
群

同
社
の
自
慢
の
商
品
は
、
し
ぼ

り
た
て
の
牛
乳
だ
け
を
使
っ
た
シ

ン
プ
ル
な「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ル
ク
」

と
、
原
産
地
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
か
ら

さ
や
付
き
で
取
り
寄
せ
た
ビ
ー
ン

ズ
を
使
う
「
つ
ぶ
つ
ぶ
バ
ニ
ラ
」

で
あ
る
。

し
か
し
、「
お
い
し
い
特
産
品

が
あ
れ
ば
何
で
も
ア
イ
ス
に
す

る
」
と
の
方
針
を
貫
く
だ
け
に
、

販
売
品
数
は
驚
く
ほ
ど
多
く
、
レ

モ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
、
リ
ン
ゴ
、
ア

セ
ロ
ラ
、
抹
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
バ

ナ
ナ
ミ
ル
ク
、
ラ
ム
レ
ー
ズ
ン
、

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー

ズ
、
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
と
い
っ
た
定
番
品
か
ら
始
ま
っ

て
、
季
節
毎
の
野
菜
や
果
物
を
使

っ
た
、
リ
ゾ
ッ
ト
（
新
米
）、
マ

ロ
ン
（
栗
）、
さ
つ
ま
い
も
、
イ

チ
ゴ
、
イ
チ
ジ
ク
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

一
加
賀
百
万
石
博
で
大
評

判
の
手
づ
く
り
ア
イ
ス

今
、
金
沢
城
公
園
で
は
、
大
河

ド
ラ
マ
「
利
家
と
ま
つ
」
放
映
を

記
念
し
て
、
加
賀
百
万
石
博
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
、ド
ラ
マ
の
背
景
の
紹
介
だ
が
、

同
時
に
多
数
の
地
元
名
産
品
も
紹

介
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で

い
る
。

し
か
し
、
飲
食
ゾ
ー
ン
に
限
れ

ば
、
わ
ず
か
四
店
の
ス
ペ
ー
ス
が

用
意
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

う
ち
三
店
は
だ
れ
も
が
知
る
県
内

の
超
有
名
店
で
あ
る
。
只
ア
イ
ス
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牧場の手づくりアイス�

有限会社マルガー：能都町�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
商
工
会
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ム
を
販
売
す
る
一
店
だ
け

は
開
会
時
に
は
全
く
の
無
名
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
期
日
を
重
ね
る

に
つ
れ
、
商
品
が
本
来
持
つ
価
値

―
新
鮮
さ
・
風
味
の
良
さ
・
更
に

は
ア
イ
テ
ム
の
多
さ
と
ユ
ニ
ー
ク

さ
―
が
来
場
者
に
正
当
に
評
価
さ

れ
て
、
人
気
は
う
な
ぎ
登
り
と
な

り
、
遂
に
は
「
県
下
を
代
表
す
る

手
づ
く
り
ア
イ
ス
の
専
門
店
」
と

し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
に
至
っ

た
。
そ
れ
が
今
回
紹
介
す
る
能
都

町
に
本
店
を
置
く
マ
ル
ガ
ー
ジ
ェ

ラ
ー
ト
（
社
名：

㈲
マ
ル
ガ
ー
）

で
あ
る
。

二
牛
乳
づ
く
り
か
ら

乳
製
品
づ
く
り
へ

イ
タ
リ
ア
語
で
「
マ
ル
ガ
ー
」

と
は
、「
牧
場
」
を
、「
ジ
ェ
ラ
ー

ト
」
と
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

ア
イ
ス
ミ
ル
ク
、ラ
ク
ト
ア
イ
ス
、

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
な
ど
を
総
称
し
た

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
」
を
意
味

す
る
。

も
と
も
と
同
社
は
、
近
辺
で
牧

場
を
経
営
し
、
乳
牛
を
多
数
飼
育

し
て
生
乳
を
出
荷
し
て
い
た
。
し

ー
、
ス
イ
カ
、
キ
ウ
イ
、
黒
ゴ
マ

等
々
、
更
に
は
一
見
奇
抜
に
見
え

る
豆
腐
、
ワ
カ
メ
か
ら
カ
キ
貝
、

イ
シ
ル
に
至
る
ま
で
、
で
き
な
い

も
の
は
な
い
と
い
っ
た
感
が
あ

る
。い

ず
れ
も
牛
乳
と
の
な
じ
み
を

よ
く
し
、
独
特
の
風
味
を
も
た
せ

た
お
い
し
い
ア
イ
ス
と
し
て
仕
上

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を

順
次
味
わ
っ
て
い
く
の
は
、
大
変

楽
し
い
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。
そ

し
て
今
、最
も
人
気
の
あ
る
の
は
、

博
覧
会
場
限
定
の
桜
と
抹
茶
の
ダ

ブ
ル
ア
イ
ス
に
金
箔
を
ふ
り
か
け

た
「
利
家
と
ま
つ
ア
イ
ス
」
で
あ

る
。
博
覧
会
終
了
後
も
引
き
続
き

販
売
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
多

い
の
も
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ

ろ
う
。

四
夢
を
賭
け
て

―
未
来
へ
の
挑
戦
―

「
地
元
産
の
し
ぼ
り
た
て
の
牛

乳
を
主
原
料
に
地
元
産
の
旬
の
野

菜
や
果
物
を
使
っ
て
、
手
づ
く
り

で
作
り
上
げ
た
低
脂
肪
、
低
カ
ロ

リ
ー
、
無
添
加
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」

は
県
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全

国
レ
ベ
ル
で
み
て
も
極
め
て
数
少

な
い
す
ぐ
れ
た
食
品
で
あ
る
こ
と

は
疑
い
な
い
。

ま
た
、百
万
石
博
で
の
成
功
は
、

商
品
の
知
名
度
を
著
し
く
高
め
た

た
め
、
卸
小
売
り
の
両
面
に
わ
た

っ
て
、
今
後
は
販
売
面
で
の
強
力

な
追
風
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

現
在
、
冬
期
に
牛
乳
ク
レ
ー
プ

を
加
え
、
チ
ー
ズ
も
開
発
段
階
に

あ
り
、
手
づ
く
り
乳
製
品
の
総
合

メ
ー
カ
ー
を
目
指
す
同
社
の
戦
略

は
、「
首
都
圏
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
を
開
く
」
と
い
う
夢
を
決
し

て
夢
だ
け
に
は
終
わ
ら
せ
な
い
だ

ろ
う
。

同
社
の
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

有
限
会
社
マ
ル
ガ
ー
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地元天然素材にこだわった
手づくりジェラート

マルガージェラートの店舗工場と柴野さん一家


